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礼拝当番 

2008 年 2 月 24 日 No. 47 
復活前第 4 主日礼拝(午前 10:30) 
司式：山田有信牧師 司会：＊＊＊＊＊＊ 
奏楽： お花：＊＊＊＊＊＊ 

招招  

きき  

前  奏 奏楽者 
招きの言葉 司式者 
報 告  〃  
頌 栄 28 番（讃美歌） 一 同 
詩編交読 90 編 1～12 節 〃  
讃 美 歌 16 番 〃  

神の言葉 
祈 祷  司会者 
聖 書 (新 176 頁, 新 344 頁) 司式者 

ヨハネによる福音書 6章 60～71節 
ガラテヤの信徒への手紙 2 章 11～21 節 

讃 美 歌 515 番 一 同 
聖 書 (旧 1043 頁) 司会者 
コヘレトの言葉 8章 10～17節 

説 教 司式者 
「悟ることのできない神の業」 
祈 祷  〃  

神神
のの
言言
葉葉
のの
礼礼
拝拝  

わたしたちの応答 
讃 美 歌 355 番 一 同 
主の祈り (プリント参照) 〃  

主の食卓（神の言葉） 
(今日は聖餐式を行いません) 主主

のの
食食
卓卓
のの
礼礼
拝拝  

わたしたちの応答 
献 金 (当番) 一 同 
讃 美 歌 65-2 番 〃  
祈 祷  司会者 
報 告  〃  
頌 栄 27 番（讃美歌） 一 同 

派派
遣遣  

派遣の言葉（祝祷） 司式者 
後  奏 奏楽者 

礼拝に際して 
� 差し支えのない方は、献金をご用意く

ださい。金額に決まりはありません。 
� 礼拝中、着席したままでも構いません。 
� 聴えの補助器をぜひお使いください。 
� 説教の原稿をご利用ください（要返却）。 
� 受付の拡大版週報をご利用ください。 

復活前第 5 主日 
神の招きに応え、ルカによる福

音書 9 章 18～20 節の神の言葉に

心を共に傾けました。 

月 日 統　計 男 女 計
2 17 主 日 礼 拝 3 5 8

こ ど も 会 2 2 4
礼拝献金(円)

2 23
10,700

週間ホームページ･アクセス数 54
15,450累計アクセス数(98年10月から)  

復活前第 3 主日 
聖書：ルカによる福音書 9 章 21～27 節 
詩編交読：2 編 1～12 節 
説教：「神の国を見るまで」 
讃美歌：17, 567, 412 
司式：山田牧師 

（9 日説教題：「トランス・フォーム」） 

感謝いたします。都合のつかな

い方は、他の方と交代するか、牧

師までご連絡ください。 

白花たんぽぽ、椿、水仙が咲いています。 

今週は日和佐教会（徳島分区）です。「祈ろう四国教区の教会」83 頁。 

◇ 午前 9:00～ こども会 於 会 堂 
◇ 午前 10:30～ 主日礼拝 於 会 堂 
◇ 礼拝後 会堂と近辺の清掃 

◇ 28 日(木)午後 1:30～ 子育て相談 於 会 堂 
◇ 28 日(木)午後 7:00～ 聖書研究会 於 会 堂 
◇ 30 日(土)午前 10:30～ 奏楽者オルガン・レッスン 於 会 堂 

◇ ＊＊＊＊さん 18 日(月)入院し、その日のうちに手術を受けられま

した。しばらく入院・療養される予定です。心に留めてお祈りくだ

さい。 
◇ ＊＊＊＊さん 29 日(金)に行われる発達支援実践報告会＆トーク会

（於ソーレ）で報告をされます。心に留めてお祈りください。 
◇ ディアスポラの会報告（23 日） ＊＊＊＊さんから「学校はジャン

グル（のよう）だった」というタイトルのお話しを聴きました。学

校生活での様々な場面で、＊＊さんがどのような思いで過ごされて

きたかをお話くださいました。参加 8 名でした。 
◇ 受難節からイースターへ 教会暦の上では受難節を歩んでいます

（3 月 22 日までです）。主イエスが受けられた苦難と、主の復活の

喜びを心に留め、共にイースターを迎えましょう。イースターは 3
月 23 日(日)です。この日に、受洗・転入会など、希望される方は牧

師までお申し出ください。なお、イースターを心に留め、イースター

献金をお献げください。受付に献金封筒を用意しています。 
◇ 教区性差別問題学習会 3 月 20 日(木)午後 1:00 から徳島・小松島

教会を会場に行われます。掲示板のポスターをご覧ください。 

◇ 29 日(金) 発達支援実践報告会＆トーク会 於 ソーレ 

 司 会 奏 楽 お 花 
3/2 ＊ ＊ ＊ ― ＊ ＊ ＊ 
3/9 ― ― ＊ ＊ ＊ 

3/16 ＊ ＊ ＊ ― ＊ ＊ ＊ 

今週以降の予定 

前週礼拝報告 

次週礼拝予告 

教会花ごよみ 

今日の予定 

祈ろう四国教区の教会 

お知らせ 

牧師の予定 



 

 

先週の礼拝から「他称と自称の狭間で」 山田牧師 

「イエスが言われた。『それでは、あなたがたはわたしを

何者だと言うのか。』ペトロが答えた。『神からのメシア

です。』」（ルカによる福音書九章二〇節）。 

わたしたちは何者なのか 
わたしたちは人からどう思われるかということを、とて

も気にします。そしてそのことに、大きな影響を受けます。

よく評価されれば自信になりますが、悪ければ自信を失い

ます。また、一方で自分が自分をどう思うかということも、

わたしたちにとって重要なことです。人にどう思われよう

と、自分は自分だという意識を持っていれば揺らぐことは

少ないででしょう。でもそれが余りに過剰だと、周囲と調

和が取れなくなってしまうかも知れません。いずれにして

も、人からの評価と自己評価のバランスの中で、わたした

ちは生きざるを得ないのかもしれません。 

イエスは何者なのか 
今日の聖書箇所の中でもイエスのことを、群集や弟子た

ちが様々に理解しています。また、この箇所の直後では、

イエス自身が自分のことを「人の子」と呼んでいます。け

れども聖書は、他者のイエス理解と、イエスの自己理解の

ほかに、もうひとつ別の理解を示しています。イエスの弟

子のペトロはイエスを「神からのメシア（救い主）」と呼

んでいます。「神の…」というのは、どう呼ばれるにせよ、

イエスは神に属する者だという理解です。この理解は、わ

たしたちにとっても、最も重要な理解です。「わたし」も

「あなた」もみんなが、人の理解と自分の理解の前に、神

につくられ、神に生かされ、神に導かれている存在です。 

日本キリスト教団 
潮江教会 

週 報 
2008 年 2 月 24 日 No. 47 

｢すべて重荷を負うて苦労している者は、わたしのもとにきな

さい。あなたがたを休ませてあげよう｣ 
マタイによる福音書 11 章 28 節 

 
（1959 年 7 月 7 日創立） 

 住所 〒780-8015 高知市百石町 4 丁目 13 番 1 号 
 電話 (０８８) ８３２－８６８２ 
 Fax (０８８) ８３２－８７０６ 
 URL http://homepage3.nifty.com/bu-bu/ 

牧師 山田 有信 

§集会・活動案内§ 
□主日礼拝 毎日曜日 午前 10 時 30 分より 
□こども会 毎日曜日 午前 9 時 00 分より 
□聖書研究会 毎木曜日 午後 7 時より 
□オリーブの会 毎月第 2 日曜日 礼拝後 
□子育て相談 毎週木曜日 午後 1 時 30 分より 
□ディアスポラの会 毎月第 4 土曜日 午前 11 時 30 分より 


